
令和７年度 帰国・外国人児童生徒等に対するきめ細かな支援事業実施体制
（船橋市教育委員会）

【現 状】
帰国・外国人児童生徒の増加

2024年 2025年
1506人 → 1607人

日本語指導を要する児童生徒
2024年 2025年

 365人 → 424人

日本語指導員 ５名 日本語指導協力員 ６４名
 （非常勤職員）   （有償のボランティア）

日本語指導が必要な
 児童生徒

☆ 船橋市帰国・外国人児童生徒支援協議会（年1回）

☆ 日本語指導教室担当者打合せ会（年2回）

☆ 日本語指導が必要な児童生徒に翻訳機を貸与

☆ ワールドルーム（オンライン授業）

☆「われら国際人」（帰国・外国人児童生徒による海
外生活体験記）の発行

☆国際理解教育研究指定校による実践

〈児童・生徒〉

・学校生活の仕方がわからない
・授業がわからない
・友達ができない
・先生の指示がわからない

〈学校の教員〉
・言葉が通じない
・指導の仕方がわからない
・家庭連絡ができない

日本語指導教室担当教諭の
支援

成 果

＊安心した学習環境
＊日本語の習得

＊教員の日本語指導の研修の充実

＊学校現場の教員への支援・補助

＊ことばの発達と習得のものさし
を活用した学習

＊ＤＬＡにおける日本語レベルの
判断を基にした効果的な学習

＊日本の学校生活への理解・順応

＊ワールドルームによる学びの場
の設定

＊保護者の安心感

課 題 ＊帰国・外国人児童生徒の急増や多様な母国語により、日本語指導員・協力員の確保・配置が追いつかない。
＊既定の指導回数を超える指導の要望や習得状況の個人差による指導時間増から生じる、予算面を含めた日本語指導員・協力員の派遣

計画の難しさ。
＊ＤＬＡの難しさと時間の確保、及び更なる研修の必要性。
＊ワールドルームによるオンライン授業の更なる充実。
＊来日直後などで日本語が話せない児童生徒の指導回数の拡充と保護者への連絡方法の難しさ。


